
2017.8.29 デザイン会議 

プロジェクト推進の考え方 



報告事項 

（１）THANKS ONTOの実施について 
（２）社会実験の実施概要及び進捗について 
（３）住民ＷＳ＆設計施工者ＷＳ、照明改善等の実施 
（４）第１号リノベ事業「cafe&pottery音」のオープンについて 
（５）ハード整備の進捗 
  ①設計協議進捗の報告 
  ②恩湯泉源調査と今後の対応 
  ③整備スケジュール 
（６）プロジェクトコンセプトについて 
（７）オーディション・ファンド等の進捗について 
（８）地域観光プランニングカレッジの実施について 
（９）プロジェクトの情報発信について 
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(1)THANKS ONTOの実施について 
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恩湯 抜魂の儀 2017.5.29 ⇒解体へ 
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セミナー「公民連携で稼ぐ温泉街再生」6/14 
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Vol. 0 1/31 木村大吾さん 

Vol.2 3/29 内藤加奈さん Vol.3 5/20 泉 英明 

Vol. 1 3/1 LUTEさん 

ながトークのネットワーク 

12 



Vol. 5 8/16 バンベニ 桃 Vol.4 6/3 鈴木心さん 

ながトークのネットワーク 
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①川床＆置き座 

川床 

置き座 
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(2)社会実験の実施概要及び進捗について 
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置き座（音カフェ） 
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川床（恩湯前） 
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川床（大谷山荘） 
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川床（玉仙閣） 



【社会実験・川床設置について】 

社会実験の内容に問題は無い 

川を直接照らすような照明は魚が弱ってしまうので注意 

川にみんなの意識が向くことは良い 

 

【川の状況について】 

昔は九州から釣り人が来るほど魚が釣れた 

今は山もスギやヒノキばかりでどんどん山も川も痩せていっている 

河川も安全対策によって魚の棲み処は無くなってしまっている 

昔のように大きく育たなくなっている 

水質は昔とほとんど変わっていない 

今でもカニを捕ったりはしている 

 

【河川組合のやっていること】 

年3回川の掃除をしている 

13か所でアユ、カニ、ウナギの放流をしている 

PTAからの依頼で投網の体験なども行っているが、学校では川に入るなと教えられている。 

現状を守るのが精一杯 

組織も高齢化が著しい（組合員85人） 

 

 

河川組合との協議（7/24） 
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 ②交通再編＆道路空間プレイスメイキング 
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③照明・夜のそぞろ歩き 
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■ 照明社会実験 項目リスト・・・全20項目 

1）川床に最適なあかり手法の探索 
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２）公共エリアの改善イメージの共有 
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◇軒先への「長門提灯」の設置 

  申込数・・・住宅17軒、店舗・旅館15軒  

         総数50個！ 

 

３）民間施設を利用した、地域景観向上策の検討 
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「長門提灯」の設置マップ① 

30 



31 

「長門提灯」の設置マップ② 
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◇住吉神社参道・境内ライトアップ 
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プロジェクトミーティング 

第1回 2017年８月3日（木） 
     ①15:00～17:00 ②19:00～21:00 
 

     ・プロジェクトの趣旨説明 

     ・国内外の公共空間の活用事例紹介 

     ・各プログラムの概要紹介 

     ・今後のスケジュール確認 

     ・応募者同士の交流 など 

 

第2回 2017年８月１６日（水） 
     ①15:00～16:00 ②18:00～19:00 
 

     ・運営の詳細について 

     ・広報内容の確認 

     ・応募者同士の交流など 

 

第3回 2017年10月下旬予定 
 

     ・実施感想共有・振り返り 

     ・今後の活用に向けてのアイデア出し など 
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【社会実験】実施スケジュール 

36 

公
共
空
間
活
用 

交
通
再
編 

照
明
改
善 

川床：9/16(土)～10/9(月) 

照明：9/16(土)～10/9(月) 

一方通行＋活用 
9/16(土)～
27(水) 

相互通行＋活用 
9/28(木)～
10/9(月) 

空地活用： 
9/16(土)～
18(祝) 

空地活用： 
10/7(土)～
9(祝) 



(3)住民WS＆設計施工者WS、照明改善の実施 
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5/19 第１回施工者WS 5/20 第１回住民WS 

6/12 第２回施工者WS 6/11 第１回住民WS 

7/23 第３回住民WS 
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7/24 第３回施工者WS 



設計施工者ＷＳ 空き物件測量＆リノベ提案 

踏切脇のいえ 
39 



照明改善 

ご相談のあった店舗や旅館で改修を検討中（一部をご紹介） 

看板を改善！ 

修理！ 

色温度を変更！ 

室内照明を改善！ 

現在7件検討中！ 40 



(4)「cafe&pottery音」のオープンについて 
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cafe&pottery 音 
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cafe&pottery 音 
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cafe&pottery 音 
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cafe&pottery 音（従前建物） 
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cafe&pottery 音 

46 



cafe&pottery 音 
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(5)ハード整備の進捗 
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長門湯本温泉観光まちづくり計画策定時計画図（平成28年8月時点） 
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 ①設計協議進捗の報告 



長門湯本温泉観光まちづくり計画策定時計画図（平成28年8月時点） 
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長門湯本温泉観光まちづくり計画策定時計画図（平成28年8月時点） 51 



長門湯本温泉観光まちづくり計画策定時計画図（平成28年8月時点） 52 



長門湯本温泉観光まちづくり計画策定時計画図（平成28年8月時点） 53 
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検討中 
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検討中 
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検討中 
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検討中 
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 ②恩湯泉源調査と今後の対応 
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恩湯泉源調査 

73 
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恩湯泉源調査 
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恩湯泉源調査 
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 ③整備スケジュール 



癒されかた改革 
・働き方改革がすすんでいる、癒され方改革がなされていない 
・温泉地で癒しを求める、既存の癒しに対するアンチテーゼの意味も 
・日本で新たな流れがすすんでいる 
・それを実戦していくのが長門湯本 

(6)プロジェクトコンセプトについて 

①消費地から創造地 

②いやしではなくアクティブ 

③働く人が満足する温泉地 
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長門湯本温泉全体への民間投資促進 

新たな事業者 
（起業家） 

活用可能な
物件 

発掘（呼び込み） 

事業資金 

オーディション  

アイデアブラッシュアップ 

空き物件の可視化 

専用ファンド 

クラウド 
ファンディング 

話題性 

ファン獲得 

物件調査  

「地域金融機関グループ」が全体を企画・運営予定（2017年秋～） 

地域金融機関と政府系機関による
「まちづくりファンド」を検討中 
（2017年度中に立ち上げ予定） 

温泉地に新たな事業者を呼び込み、
事業化を目指す「オーディション」を
実施 
（2017年10月以降に実施予定） 
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(7)オーディション・ファンド等の進捗について 



(仮)長門湯本温泉 事業者オーディション 概要 

項目 内容（予定） 

期  間 
 

2017年10月（社会実験中） オーディション 説明会 
2017年11月（2泊3日）     オーディション 合宿（事業プランを磨く、地元との関係構築等） 
2017年12月（1日）        オーディション 最終プレゼン 

場 所 温泉地内の施設 

対象者 長門湯本温泉で新たな事業展開の意欲を持つ事業者（起業家を含む） 
【想定】空き店舗等を活用し実行したい具体的なアイデアを持つ意欲ある人・企業 
    → 特に、「実績があり、温泉街で新たな事業を興したい人・企業」に期待 
      ① 面白い事業をやっている人・企業 
      ② 既に軸となる事業があるが、新規ビジネスを展開したい人・企業 

参加人数 10名～20名程度  

参加料 必要 

主催・運営 YMFG ZONEプラニング 

協力 長門湯本温泉の事業者等 
クラウドファンディング運営会社、行政、地域金融機関等 

１．長門湯本温泉全体の活性化をともに進めていく事業者を呼び込む。 

２．参加者が立案した事業計画を長門湯本温泉のまちづくりに資するプラン及び持続的な成長が 

  見込めるプランにブラッシュアップする。 

３．地元及び参加者間とのネットワーク構築を通じ、連鎖的且つ複数の事業を創出、さらに話題性を 

     高め、情報発信する機能も期待する。 
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10月 11月 12月 2018年1月～ 2017年9月 

スケジュールと実施効果 

説明会 
（10/7） 

オーディション合宿 
（2泊3日） 

最終 
プレゼン 
（1日） 

事業プラン 開業 

まちづくりファンド 

告知 
リリース 

オーディション 

クラウドファンディング 

物件・オーナー意向調査 

PR動画公開 

長門湯本温泉で 

「癒されかた
改革」 

を実現する事業者 

【オーディション参加者のメリット（想定）】 
 
①長門湯本温泉で事業しやすくなる 
②事業プランのブラッシュアップが 
  受けられる 
③事業の話題性が高まる 

「プロジェクトコンセプト
に資する事業を募集」 

「合宿・プレゼンを通じて事業性を高める」 

質の高い 
事業の創出 
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(8)地域観光プランニングカレッジの実施について 

81 



スケジュール 
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(8)プロジェクトの情報発信について 

83 



提案事項 

（１）コア事業に関する地元意見交換会の実施・主な意見と対応方針 
 
（２）コア事業の方針とプロポの考え方の提案 
 ①観光まちづくりの進め方 
 ②コア事業の方針、当初勝負する中核コンテンツと回遊性の考え方 
 ③恩湯・泉源の活かし方 
 ④コア事業の敷地設定 
 ⑤景観デザインガイドライン骨子案   
 ⑥求める空間デザインのメッセージ 
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（１）コア事業に関する地元意見交換会の実施 
 
    主な意見と対応方針 
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意見交換会 

8月26日 
一部 11：00～12：30 
二部 13：30～15：00 
三部 17：00～18：30 
8月27日 
一部 10：30～12：00 
 
場所：大寧寺にて 
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 住民意見交換会、地域意向の反映について 

⑤まちづくり協議
会による検討 

①デザイン会議 

7/24 

提案内容 
の検討 

7/31 

②まちづくり 
協議会総会 

関係者 
意見交換 

8/25 

③デザイン会議 

提案内容 
の再検討 

④地元とデザイン 
会議との意見交換会 

8月26日（土） 
一部 11：00～12：30 
二部 13：30～15：00 
三部 17：00～18：30 
 
8月27日（日） 
一部 10：30～12：00 

意見交換 

８/27 13:30～ 

⑥デザイン会議 
としての提案 

8/29 

⑧推進会議 

⑦市としての提案 

８/26＆27 
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意見交換会の概要 

・事業が早く進みすぎていて、地元への説明が不十分でないか？ 
 →2年後に完成するタイトなスケジュールで、5月から急いで地域の住民や事業者、関連事業者ヒアリング、
星野リゾート、大寧寺などの意向を聞き提案している。今回の意見交換のようなことは随時実施していきたい。 
 
・段階的な計画となったのは何故か、どうして2つ同時に建替えないのか？ 
 →住吉神社・興阿寺の境内に2つの外湯が存在した歴史性を尊重し、地域の思い入れが深い恩湯を真下 
から湧き出す泉源を活かし建替え、今は使われなくなった礼湯泉源は見える化する。当初は恩湯・飲食物販・
雁木広場・川床のコアエリアに官民の投資を集中し魅力を高め、質の高い採算性が見込める民間事業を成
功させ、数年してお客さんが増えた段階で次の投資エリアや事業者公募を考えるのが、事業者誘致や着実な
事業推進にはよいと考える。現段階ですべての事業者を募集しても将来の変化がイメージしずらく応募も限ら
れるが、コアエリアが整備運営された後では新たな事業者が興味を持ってくれる可能性も広がる。 
 
・事業者のあてはあるのか？ 
 →公募はこれからだが関連事業者へのヒアリングでは事業成立の可能性はあるという結果になっている。 
 
・両方の外湯が無くなる期間はなるべく短くしてほしい 
 →工事工程を工夫してなるべく短くなるよう最大限努力し、その間のケアも検討する。 
 
・整備する通路などの脇にちょっとしたお店があると歩くのが楽しくなると思う。来た人がまた来たいと思ってくれ
るような街にしたい 
 →まさに恩湯以外の部分に回遊性を高められるよう、事業者を呼び込むべく仕掛けをしている。 
 
・お年寄りが多く利用されているので、スロープの設置など誰もが利用できるような温泉にしてほしい 
 →駐車場からのスロープの設置や、乗降場所の確保などを検討している。 
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（２）コア事業の方針とプロポの考え方の提案 
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湯本

門前

湯本(湯本•門前•三ノ瀬)人口＆湯本温泉宿泊者数 

①観光まちづくりの進め方／地域の現状 
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

恩湯

礼湯

月極

恩湯・礼湯・月極の利用者数の推移 

地元：観光客≒６：４ 

 恩湯 

完成年 昭和26年、増改築47年 

完成年 平成14年 

 礼湯 

①観光まちづくりの進め方／恩湯礼湯の現状 
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■市温泉事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■湯本温泉事業 

 特別会計決算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 歳入 歳出 差引 備考 

温泉運営事業 
（恩湯・礼湯） 

22,000 
(入浴料) 

35,000 ▲13,000 

公衆浴場２カ所の運営、入浴料200円/人 
22,000 恩湯・礼湯（一般客19,000、地元3,000） 
13,000 燃料費・光熱水費 
14,000 施設管理委託料 

配湯事業 
5,000 

(利用料) 
7,000 ▲2,000 

旅館施設１１軒等の配湯 
5,000 宿泊施設11軒、足湯施設の配湯 
7,000  

他 

61,000 
(繰入金) 

4,000 
(雑収入) 

11,000 
(一般管理費) 

39,000 
(公債費) 

6,000 職員人件費 5,000 一般管理費 
 

92,000 92,000 

H26湯本温泉事業特別会計 単位：千円 

0

100,000,000

200,000,000

300,000,000

400,000,000

500,000,000

600,000,000

700,000,000

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 

市債 

その他 

一般会計繰入金 

財産運用収入 

使用料及び手数料 

一般会計繰入累積額 

10年で6億充当 
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①観光まちづくりの進め方／温泉事業の現所 



全
体 

外
湯 

お
湯 

旅
館 

S25 S30 S45 S40 S35 S60 S55 S50 H2 

●S26.3 
 湯本温泉を町営に 
（町長・温泉委員・太
寧寺で調印式／湯本
温泉組合解散し旅館
組合一本に） 

●S26.10.28 
 温泉がわき出す 

●S27.3.16 
 湯量三倍に増す 

●S27.8.3 
 上湯の湯量増す 

●S27.8.24 
 46度の温泉出る 

●S30.11.6 
 湯本に貯配湯施設 

●S32.10 
 中湯完成 
 モダンなブロック建 

●S35.11.13 
 お湯不足で源泉探し 

●S36.9.24 
 二百万の市債で湯本の新泉開発を予算化（①小松屋②原田屋山村間の2か所） 

●S35.8.20 
 泉源開発は市一本で            

●S36.10.1 
 湯本温泉開発条例案困難 

●S37.5.6  
 第一泉源にも悪影響 湯本ボーリング遂に中止 
 ①は出たが低温、②第一泉源・第二高温泉源がとまる事態に 

●S39.2 
 湯本温泉の部落湯料金改定 
●S39.3 
 湯本部落湯の値下げしない 

●S39.6.7 
  湯本に新配湯施設 ピーク時の湯不足解消 

●S40.5.16 
 観光ホテル100トンの配湯申請 泉源問題に火つける 

●S42.10.8  
 施設に追いつけぬ湯量 旅館業者が新泉源ボーリング申請  

●S40.10.31 
湯本泉源の値上げを 大寧寺が市に改定要求出す 

●S43.8.11  
 湯量不足救う二号泉 市営湯本温泉の長期試験終わる 

●S44.5 
 市営存廃論の口火？湯本温泉特別会計の赤字で 

●S47.1 
 市が湯元温泉民間委託の方針変更・入浴料金値上案を示す 
●S47.7 
 恩湯改築完成 
 中湯廃止し泉源を女湯へ⇒番台集注し人件費削減 

●S49.6 
 湯本旅館に公害規制 

●S52.9 
  湯本地区公共下水道着工決まる 一億円の寄付条件に 

●S54.12 
  昭和58年で廃止 湯本旅館の市税減免措置 

●S55.12 
  配湯事業ブレーキ 累積赤字が3582万円 

●S55.3 
  46年から赤字続き 湯本温泉事業見直しを 

●S58.1 
  湯本温泉事業の赤字対策は？ 

●S59.2 
  下水道料金改正へ 温泉汚水も対象となる 

●S59.4 
  深層500ｍに高温泉源 

●S59.5 
  燃費高騰で収支バランス破綻 

●S61.1 
  湯本温泉 新泉源の掘削開始  

●S61.2 
 長門市の観光客160万人湯本は前年比3％増 

●S61.5 
  新泉掘削 高温泉湧出は絶望的 

●H2.12 
  湯本温泉 更に新泉源掘削を 

●H5.1 
  「にっぽんの温泉100選」 
     長門湯本は36位に 

旅館建設ラッシュ(RC•EV•冷暖房） 
白木屋新館・六角堂・湯本観光ホテル増築・ 
山村屋・大谷山荘増築など 

旅館建設ラッシュ(大型化) 
白木屋グランドH・大谷山荘・山村屋など 
 

長門湯本温泉 年表 

●S25.7.9 
 湯本内湯に切替・泉源は既存 

●S39.4 
 礼湯（上湯）新築完成 

●S51.11 外湯営業時間変
更 

●H14.7 
 礼湯改築 

●H29.6 
 恩湯解体 

（行政広報誌、長門時事のアーカイブより） 

湯本温泉特会S43～赤字化 
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人口減少・財政難の中での事業の進め方 

①観光まちづくりの進め方／コア事業の推進主体 

行政 民間主体 

信頼できる民間を探し出し相互の役割をきちんと 

パートナー 

パブリックマインドをもつ良き民間主体
を稼がせる 
行政しかできないことをやる 

リスクを負い事業を推進、きちんと
稼いで、利益をまちに再投資する 
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・リスクを持つ事業主体が大切 
 
・最初に決めすぎず常に更新するもの 
 
・小さく質を高く始めて大きく育てるプロセス 
 
 同時多発的な小さくとんがった事業からスタートして、各々が確実に事業性を確保し、
段階的に再投資拡大していくという順番 
 
 

マスタープラン主義からの脱却 
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①観光まちづくりの進め方 



ビジョンの共有 

（市計画と地元意向のすり合わせ） 

 

はじまりの事業を具現化する（重要なポイント） 

①恩湯・雁木広場・川床 

②cafe&pottery 音 

 

はじまりの事業を地域総出で応援し成功させる 

 

利益を出し再投資、第２第３の事業を具現化 

 

エリア全体の運営へ、国内外へ発信 

①観光まちづくりの進め方 
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トップ10を目指す考え方 
TOP１０の温泉街形成 

[温泉街形成（６つの要素）、コアコンテンツ（川、湯、萩焼）] 

プロジェクト基盤 
 
 

景観ルール 
ランドスケープ 

PJコンセプト リスクマネー供給 

価値創造 

コア事業の 
自律収益化 
段階的発展 

新規コンテンツ 
の継続組成 

圧倒的な 
公共空間 
使いこなし 

社会実験 

仕組みづくり 

地域内事業
者の活性化 

エリア企画 

シーズナリティ 

事業組成 夜間景観 

不動産管理 

収益の核 

地域再投資 
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①観光まちづくりの進め方 



・恩湯は建て替え 
 
・礼湯は礼湯跡を源泉位置で見える化 
 （泉源・歴史性を大事にする） 
 
・新礼湯位置に第３の湯または別の回遊拠点を将来的に検討 
 （今回の事業の対象とはしない） 
 
 

① 

② ③ 

①観光まちづくりの進め方／恩湯・礼湯の考え方 

礼湯泉・泉源 
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②コア事業の方針、当初勝負する中核コンテンツと回遊性
の考え方 

（１）長門湯本温泉の歴史や文化、特徴を活かした計画であること 

（２）収益性のある自立した事業であること 

（３）当初は恩湯周辺の質を高めることに集中投資し、その後段階
的に投資すること 

（４）恩湯単体ではなく、地先エリア一帯の魅力を高める事業である
こと 

（５）地域の事業と連携し周辺事業者の事業機会を増やすこと 

（６）事業者の経営状況で恩湯の継続が左右されないような工夫を
すること 
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回遊性をさらにあげる方法 

川を楽しむ仕掛け 夜間景観づくり 川に開く建物・道路活用 

夜楽しめるコンテンツ 
地域のおもてなし 空物件活用の素敵なお店 おいしいもの！ 
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当初の中核コンテンツ 

川床＆川沿い道路 

夜間景観づくり 

恩湯の特徴•泉源•デザイン 

萩焼カフェ おいしいもの！ 

ちょいバイトちょい飲み 
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 TOP10を目指すための６つの要素（計画より） 
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③恩湯・泉源の活かし方 

専門家の意見を参考に方向性を議論 
 
1）岩盤から直接湧き出る特徴を最大限に活かす 
 現状の泉源をそのまま活用し、見せる触れさせるなどを重視 
 （ボーリングして泉源保護をするという対応はしない） 
 
2）泉源に対するリスク回避策をきちんと考慮する 
・旧恩湯の男湯女湯の仕切り壁を撤去せず活かす 
・岩盤への荷重の配慮 
・万が一の泉源が変化した時の対応 
 ができるように建物側で配慮する 
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④コア事業の敷地設定 
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④コア事業の敷地設定 
 
・２敷地（恩湯・枕水跡）は確定 
・陶芸ゾーンの一部敷地組み込みの提案を受け付ける   
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湯本らしい生活景観 
開発前に自主ルールを 

外部資本とのトラブル防止 
 

活用＆夜景＆もてなしは 
価値を高める常套手段 

⑤景観デザインガイドライン骨子案 



107 



108 



景観ガイドライン（目標） 

景観協定（法規制） 
（１）民地デザイン 
 ①屋根：形状・材料  
 ②外壁：色彩 
 ③開口部：意匠 
 ④下屋庇 
 ⑤オーニング 
 ⑥看板建築 
 ⑦シャッター 
 ⑧設備機器 
 ⑨サイン・看板（昼） 
 ⑩駐車場・車庫 
 ⑪付属屋 
 ⑫塀・門・擁壁・前庭 
  

（２）公共空間活用 
 ①川床：大きさ・素材・色彩  
 ②道路 

 （３）夜間景観 
 ①あかりの色 
 ②点灯時間 
 ③樹木ライトアップ 
 ④オリジナル提灯 
 ⑤まちのシンボル 
 ⑥サイン・看板（夜） 
  

（４）もてなしシーン 
 ①シーンづくり 
  （利活用系・もてなし系） 
 ②建物を道に開く 
 ③地先公共空間の活用 
 ④もてなしアイディア 
 ⑤あかりの作り方 
 ⑥がっかりするもの、 
  やめたいもの 
 

協定委員会にて景観ガイドラインと景観協定を運営 
   ・協定者（理事数名） 
   ・専門家（２〜３年はデザインチーム＋設計者・施工者WSから） 

 （１）用途：湯本 

  →性風俗・ギャンブルは× 
   （夜間営業は○） 
  

（２）サイン･看板（昼・夜）:３地区  

 ※山口屋外広告物条例を調査 
  →自主・非自主広告 
  →動くサイネージ広告（映像・文字） 
    電飾看板（動くもの） 
  

（３）外部あかりの色：湯本＋門前 

  →３０００K以下 

⑤景観デザインガイドライン骨子案 
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⑥求める空間デザインのメッセージ  

■評価項目のイメージ（すべて活用イメージとセット） 
①歴史・文化をふまえたシンボル性 
 （温泉由来、大寧寺・萩焼・南条おどり、住吉さんなど） 
②泉源の活かし方、他にはない特徴づけ 
③建物とオープンスペース（雁木広場・川床など）が一体となっ
た使われ方 
④エリアの夜間景観をリードする 
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意見交換会の概要 

・事業が早く進みすぎていて、地元への説明が不十分でないか？ 
 →2年後に完成するタイトなスケジュールで、5月から急いで地域の住民や事業者、関連事業者ヒアリング、
星野リゾート、大寧寺などの意向を聞き提案している。今回の意見交換のようなことは随時実施していきたい。 
 
・段階的な計画となったのは何故か、どうして2つ同時に建替えないのか？ 
 →住吉神社・興阿寺の境内に2つの外湯が存在した歴史性を尊重し、地域の思い入れが深い恩湯を真下 
から湧き出す泉源を活かし建替え、今は使われなくなった礼湯泉源は見える化する。当初は恩湯・飲食物販・
雁木広場・川床のコアエリアに官民の投資を集中し魅力を高め、質の高い採算性が見込める民間事業を成
功させ、数年してお客さんが増えた段階で次の投資エリアや事業者公募を考えるのが、事業者誘致や着実な
事業推進にはよいと考える。現段階ですべての事業者を募集しても将来の変化がイメージしずらく応募も限ら
れるが、コアエリアが整備運営された後では新たな事業者が興味を持ってくれる可能性も広がる。 
 
・事業者のあてはあるのか？ 
 →公募はこれからだが関連事業者へのヒアリングでは事業成立の可能性はあるという結果になっている。 
 
・両方の外湯が無くなる期間はなるべく短くしてほしい 
 →工事工程を工夫してなるべく短くなるよう最大限努力し、その間のケアも検討する。 
 
・整備する通路などの脇にちょっとしたお店があると歩くのが楽しくなると思う。来た人がまた来たいと思ってくれ
るような街にしたい 
 →まさに恩湯以外の部分に回遊性を高められるよう、事業者を呼び込むべく仕掛けをしている。 
 
・お年寄りが多く利用されているので、スロープの設置など誰もが利用できるような温泉にしてほしい 
 →駐車場からのスロープの設置や、乗降場所の確保などを検討している。 
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